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平成19年度明和町成人式（関連記事４ページ）
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まちづくり委員会の皆さん

町まちづくり委員会は、まちづくり推進

と行財政改革の推進に反映するため、町の

計画などを審議し、町長に提言することな

どを目的としています。

町長が委員として委嘱（任期２年）し、

再生プランのほか、町制施行50周年事業な

どについても、意見を伺っています。

■まちづくり委員の皆さん（敬称略、順不

同）

c市民活動部門＝西川利雄、植村幸弘、水

門洋子、上柿雅子、c福祉部門＝江　京子、

渡邉幸宏、橋本隆夫、c教育文化部門＝山口

勝司、中林亜佐子、下村真也、c商工・農水

部門＝辻　正信、淺尾美代子、辻満壽美、

松林悦子、c学識経験者＝岡喜理夫

算
）
、
事
業
計
画
な
ど
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
閲
覧
出
来
る

よ
う
、
情
報
発
信
の
拡
充
に
努

め
ら
れ
た
い
。

■
広
報
広
聴
の
一
環
と
し
て
、
町

長
自
ら
が
先
頭
に
立
っ
て
、
町

政
の
現
況
と
展
望
を
訴
え
、

「
説
明
責
任
」
を
果
た
し
、「
声

な
き
声
を
聴
く
」
こ
と
が
重
要

で
す
。

協
力
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

■
明
和
町
が
、
将
来
に
お
い
て
住

み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
に
は
、
行
政
だ
け
の

力
で
は
困
難
で
あ
り
、
地
域

（
町
民
、
企
業
、
団
体
な
ど
）

が
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
を
活
か
し

な
が
ら
、
行
政
と
と
も
に
地
域

を
支
え
て
い
く
と
い
う
仕
組
み

が
不
可
欠
で
す
。

町
長
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
推
進
を

■
行
財
政
改
革
は
、
町
民
、
行
政
、

議
会
い
ず
れ
の
主
体
に
も
痛
み

を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
実

施
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
行
財
政
改

革
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不

可
欠
で
、
町
の
行
財
政
改
革
を

先
導
し
、
再
生
プ
ラ
ン
に
掲
げ

る
「
協
力
・
協
働
に
よ
る
効
率

的
で
質
の
高
い
行
政
運
営
」
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
い
っ

そ
う
の
努
力
を
求
め
ま
す
。

行
い
つ
つ
、
適
正
に
進
め
ら
れ

た
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は

■
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
は
「
役

場
は
サ
ー
ビ
ス
業
の
一
つ
で
も

あ
る
」
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、

実
情
に
見
合
っ
た
方
法
で
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

職
員
の
能
力
開
発
を

■
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
っ
て
、

自
治
体
職
員
に
よ
り
専
門
性
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
職
員
が
、

自
己
の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
ら
れ
た
い
。

組
織
機
構
の

改
革
に
向
け
て

■
今
日
、
町
行
政
が
従
来
の
縦
割

り
行
政
の
弊
害
を
打
破
し
、
人

員
が
削
減
す
る
中
で
も
、
新
た

な
行
政
課
題
に
応
え
て
い
く
に

は
、
組
織
機
構
を
見
直
し
て
、

少
人
数
の
課
を
統
廃
合
し
、
大

課
制
を
志
向
す
べ
き
で
す
。

情
報
発
信
と
広
聴
の
努
力
を

■
町
の
財
政
状
況
（
予
算
や
決

歳
入
対
策
は

■
税
収
増
加
に
つ
な
が
る
企
業
誘

致
な
ど
に
、
粘
り
強
く
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

■
町
税
の
収
納
対
策
に
つ
い
て
、

法
的
措
置
を
含
め
、
よ
り
い
っ

そ
う
強
化
さ
れ
た
い
。

■
企
業
会
計
や
特
別
会
計
は
、
独

立
採
算
性
の
観
点
か
ら
も
、
一

般
会
計
の
繰
り
入
れ
に
頼
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
経
営
努
力
を

徹
底
さ
れ
た
い
。

■
各
事
業
の
料
金
な
ど
の
見
直
し

は
、
安
易
に
そ
の
負
担
を
町
民

に
求
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留

意
さ
れ
た
い
。

■
広
告
収
入
な
ど
、
新
た
な
歳
入

増
加
対
策
に
つ
い
て
、
積
極
的

に
研
究
・
検
討
さ
れ
た
い
。

歳
出
対
策
は

■
内
部
経
費
は
も
ち
ろ
ん
、
歳
出

全
般
に
わ
た
っ
て
、
徹
底
し
た

削
減
対
策
を
強
く
求
め
ま
す
。

■
町
債
残
高
は
、
平
成
18
年
度
で

約
90
億
円
（
す
べ
て
の
会
計
で

約
１
５
０
億
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
大
規
模
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
長
期
的
な
視
点

に
た
っ
て
、
財
政
上
の
検
証
を

先月号で、協力・協働による効率的で質

の高い行政運営を目指す「明和町再生プラ

ン」の基本方針と取り組み方針をお知らせ

しました。

今月号では、同プランの策定と推進にあ

たり「明和町まちづくり委員会（西川利雄

会長）」から「意見書」をいただきましたの

で、その概要をお知らせします。

再
生
プ
ラ
ン
に
対
す
る
意
見
書
（
要
約
版
）

協力・協働による効率的で
質の高い行政運営を目指して

まちづくり委員会から
「再生プラン」に意見書

改革の取り組み改革の取り組み
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町では「明和町再生プラン」の基本方針に基づき、平成19年

度から３年間で実施計画を立てて、事務事業などの見直しを進め

ています。

現在、事務事業などの見直し内容を検討し、町議会・行財政改

革特別委員会に諮って、その実施に取り組むことにしています。

実施計画において、平成19年度分については、昨年の４月か

ら取り組んでいます。現在、すでに取り組んでいる内容について、

主な内容とその状況をお知らせします。

財
政
力
（
健
全
な
財
政
運
営
）

▽
計
画
的
な
財
政
運
営
の
推

進
■
町
税
等
収
納
率
向
上
対
策

適
切
な
納
税
指
導
や
回
収
機
構

に
よ
る
徴
収
を
含
め
て
、
滞
納
整

理
を
推
進
し
ま
す
。→

回
収
機
構

に
委
託
す
る
ほ
か
、
町
独
自
の
滞

納
整
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
人
件
費
の
見
直
し

■
特
別
職
の
給
料
の
削
減

特
別
職
（
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
）
の
給
料
は
、
行
財
政
改
革

を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
町
特
別

職
報
酬
審
議
会
の
答
申
と
は
別

に
、
特
別
措
置
と
し
て
町
長
30
％
、

副
町
長
10
％
、
教
育
長
５
％
を
そ

れ
ぞ
れ
削
減
し
ま
す
。→

昨
年
４

月
か
ら
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
職
員
の
諸
手
当
の
削
減

職
員
の
諸
手
当
は
、
管
理
職
手

当
支
給
率
の
引
き
下
げ
（
約
20
％

減
）
、
住
居
手
当
の
減
額
（
50
％

減
）
、
通
勤
手
当
の
減
額
を
、
そ

れ
ぞ
れ
実
施
し
ま
す
。→

本
年
４

月
か
ら
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
町
の
行
政
改
革
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
行
財
政
改
革
推
進
室
（
H

52
・
７
１
１
０
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ラ
ン
を
改
定
し
、
中
長
期
的
な
土

地
利
用
規
制
と
誘
導
を
見
据
え
、

住
民
意
向
調
査
な
ど
も
実
施
し
な

が
ら
「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。→

現
在
、

策
定
し
て
い
ま
す
。

▽
民
間
活
力
の
導
入

■
ふ
る
さ
と
会
館
の
指
定
管
理
者

へ
の
移
行

公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
経
費
の

削
減
を
図
る
た
め
「
ふ
る
さ
と
会

館
（
図
書
館
・
歴
史
民
俗
資
料

館
）
」
を
対
象
に
、
指
定
管
理
者

制
度
に
基
づ
き
、
民
間
事
業
者
に

管
理
を
委
託
し
ま
す
。→

昨
年
４

月
か
ら
、
委
託
し
て
い
ま
す
。

▽
定
員
管
理
と
組
織
機
構

■
定
員
管
理
計
画

職
員
の
定
員
管
理
は
、
平
成
17

年
４
月
１
日
現
在
の
職
員
数
２
０

９
人
か
ら
、
平
成
21
年
度
ま
で
に

１
９
８
人
ま
で
、
約
５
・
３
％
を

削
減
す
る
計
画
で
す
。→

平
成
19

年
度
現
在
で
、
目
標
の
１
９
８
人

ま
で
削
減
し
ま
し
た
。

■
組
織
機
構
の
見
直
し

地
方
分
権
や
社
会
情
勢
の
変
化

に
即
応
し
、
効
率
的
で
機
動
性
の

あ
る
行
政
運
営
を
行
う
た
め
、
組

織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

→
現
在
、
平
成
20
年
度
の
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

の
初
期
的
活
動
や
、
情
報
提
供
を

お
願
い
す
る
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
、
昨
年
８
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
対
策

交
通
安
全
を
推
進
す
る
た
め
、

広
域
圏
道
路
の
自
歩
道
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
信
号
機
な
ど

の
交
通
規
制
に
併
せ
て
、
交
差
点

改
良
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。→

広

域
圏
道
路
整
備
は
、
国
道
23
号
か

ら
前
野
ま
で
の
区
間
に
着
手
し
、

信
号
の
整
備
も
併
せ
て
順
次
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

■
企
業
誘
致
の
た
め
の
促
進
連
絡

協
議
会
の
設
置

事
業
所
の
設
置
を
推
進
し
、
雇

用
機
会
の
創
設
、
産
業
振
興
、
自

主
財
源
の
確
保
な
ど
を
図
る
た
め

「
明
和
町
企
業
誘
致
促
進
連
絡
協

議
会
」
を
設
置
し
、
企
業
誘
致
に

向
け
た
推
進
体
制
を
充
実
さ
せ
ま

す
。→

昨
年
４
月
に
、
同
協
議
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

■
保
育
所
環
境
整
備

み
ど
り
保
育
所
、
さ
さ
ふ
え
保

育
所
の
保
育
環
境
整
備
を
改
善
す

る
と
と
も
に
、
待
機
児
童
の
緩
和

を
図
り
ま
す
。→
本
年
１
月
に
、

み
ど
り
保
育
所
の
増
改
築
設
計
に

着
手
し
ま
し
た
。

■
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

見
直
し

既
存
の
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

住
民
力
（
協
力
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
）

■
町
政
懇
談
会
に
よ
る
対
話
の
推

進町
民
対
話
に
つ
い
て
は
、
町
政

懇
談
会
を
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
町
長
と
の
直
接
対
話
を
通
じ

て
、
町
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
い
、
協
力
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
一
助
と
し
ま
す
。

→

町
内
５
地
区
12
か
所
で
、
町
政

懇
談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

組
織
力
（
効
率
的
で
機
能

的
な
行
政
運
営
の
推
進
）

▽
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

■
自
主
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

の
創
設

消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
な
ど
の

協
力
体
制
を
確
立
す
る
た
め
「
明

和
町
自
主
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
創
設
し
ま
す
。→

災
害
時

事務事業の
見直しなど

再生プラン実施計画の
取り組み状況

町の行財政　町の行財政　

町政懇談会の様子
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12
月
23
日
、
福

祉
と
人
権
の
ま
ち

づ
く
り
講
演
会
が
、

町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講

演

会

は

、

町
・
町
教
育
委
員

会
・
町
人
権
を
守

る
会
の
共
催
で
、

町
民
約
３
０
０
人

の
皆
さ
ん
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

江
川
紹
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
「
現

代
を
生
き
る
『
命

の
重
さ
』
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

江
川
さ
ん
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け

る
次
世
代
の
た
め
の
環
境
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
戦
争
や

宗
教
団
体
の
取
材
体
験
な
ど
を
紹

介
。
そ
れ
ら
の
体
験
を
踏
ま
え

「
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
」
ま
た

「
相
手
の
気
持
ち
に
な
る
こ
と
、
そ

の
た
め
に
想
像
力
を
養
う
こ
と
が

大
切
」
と
、
講
演
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
小
・
中
学
校
の
児

童
・
生
徒
が
作
成
し
た
人
権
ポ
ス

タ
ー
約
２
０
０
枚
も
展
示
さ
れ
、

訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
児
童
た
ち
の

作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

福
祉
と
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

江
川
さ
ん
が

「
想
像
力
の
大
切
さ
」
を
講
演

１
月
13
日
、
町
中
央
公
民
館
で
、

平
成
19
年
度
明
和
町
成
人
式
が
開

催
さ
れ
、
新
成
人
対
象
者
の
皆
さ

ん
２
６
９
人
の
う
ち
、
２
２
０
人

が
式
典
に
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
町
長
を
は
じ
め
来

賓
か
ら
の
祝
辞
に
続
き
、
新
成
人

を
代
表
し
て
白
前
達
大
さ
ん
（
行

部
）
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

白
前
さ
ん
は
、
「
社
会
的
に
も

法
律
的
に
も
一
人
の
大
人
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
責
任
と
自

覚
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
、
新
成
人
と
し
て
の
意
気

込
み
を
読
み
上
げ
「
両
親
を
は
じ

め
、
成
長
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

た
多
く
の
方
々
に
対
し
、
感
謝
の

気
持
ち
を
新
た
に
す
る
と
も
に
、

豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
者
と
し

て
、
努
力
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
、
謝
辞
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

式
典
が
終
了
し
、
記
念
写
真
の

撮
影
を
待
つ
間
、
新
成
人
の
皆
さ

ん
は
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生

た
ち
と
近
況
を
報
告
し
あ
っ
た

り
、
お
互
い
に
写
真
を
撮
っ
た
り

と
、
会
場
で
は
明
る
い
笑
顔
が
多

く
見
ら
れ
ま
し
た
。

近況報告や記念写真で明るい笑顔

明和町成人式
町の新成人対象者は２６９人

新成人の皆さん

謝
辞
を
述
べ
る
白
前
さ
ん

講師の江川さん
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中
央
公
民
館
で
12
月
８
日
、
小

学
生
対
象
の
理
科
教
室
「
離
れ
て

い
て
も
は
た
ら
く
力
」
が
開
か
れ
、

児
童
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
22

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
小
学
生
に
理
科

や
科
学
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と

町
教
育
委
員
会
の
共
催
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
伊
勢
市
立
沼
木
中

学
校
教
諭
の
泉
　
勝
人
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
利
用
し
た
空
気
圧
の
実

験
、
磁
力
や
静
電
気
を
利
用
し
た

動
く
お
も
ち
ゃ
を
作
る
実
験
を
行

い
ま
し
た
。

先
生
の
実
験
を
面
白
そ
う
に
眺

め
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、
自
分

の
手
で
実
験
し
、
何
度
も
楽
し
そ

う
に
見
え
な
い
力
を
試
し
て
い
ま

し
た
。

大
淀
小
学
校
が
、
2
食
品
容
器

環
境
美
化
協
会
か
ら
、
環
境
美
化

教
育
優
良
校
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

同
協
会
は
、
食
品
容
器
の
散
乱

防
止
と
環
境
美
化
の
推
進
を
目
的

と
し
て
、
全
国
の
飲
料
メ
ー
カ
ー

な
ど
が
加
盟
す
る
団
体
で
、
教
育

活
動
の
一
環
と
し
て
、
清
掃
活
動

や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
践
し
、

地
域
の
環
境
美
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
る
小
・
中
学
校
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
全
国
で
59

校
が
表
彰
さ
れ
、
三
重
県
で
は
、

大
淀
小
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

大
淀
小
学
校
は
、
校
内
活
動
と

し
て
10
年
ほ
ど
前
か
ら
「
ウ
ミ
ガ

メ
が
来
る
き
れ
い
な
海
岸
を
守
ろ

う
」
と
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
の
前

後
に
海
岸
清
掃
活
動
を
行
う
「
ク

リ
ー
ン
集
会
」
を
継
続
的
に
行
っ

て
お
り
、
今
回
、
散
乱
防
止
活
動

部
門
で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

12
月
21
日
、
冬
休
み
を
前
に
し

た
全
校
集
会
で
、
同
協
会
三
重
地

方
連
絡
会
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
、
全
校
児
童
を
代
表
し
て
、
環

境
委
員
長
の
土
屋
明
日
香
さ
ん

（
６
年
生
）
と
同
副
委
員
長
の
川

岸
　
楓
さ
ん
（
同
）
が
表
彰
状
と

副
賞
の
目
録
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

大
淀
小
学
校

環
境
美
化
教
育

優
良
校
表
彰
を
受
賞

理
科
教
室
「
離
れ
て
い
て
も
は
た
ら
く
力
」

磁
力
や
静
電
気
の
実
験

新
春
北
野
た
こ
あ
げ
ま
つ
り

畳
30
枚
分
の
大
だ
こ
が
新
春
の
大
空
舞
う

１
月
13
日
、
明
和
消
防
署
南
側

の
広
場
で
、
第
30
回
新
春
北
野
た

こ
あ
げ
ま
つ
り
（
北
野
凧
（
た
こ
）

の
会
主
催
）
が
開
か
れ
、
町
内
外

か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
が
、
手
作
り

の
た
こ
を
持
っ
て
参
加
し
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
１
５
０
枚
の
連
だ

こ
や
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
同

会
会
員
の
指
導
で
作
っ
た
た
こ
な

ど
、
参
加
者
思
い
思
い
の
手
作
り

だ
こ
が
、
新
春
の
大
空
を
彩
り
ま

し
た
。

同
会
は
30
回
目
の
開
催
に
ち
な

み
、
畳
30
枚
分
の
大
き
さ
の
た
こ

あ
げ
に
挑
戦
。
一
般
の
参
加
者
も

協
力
し
て
、
大
だ
こ
の
ロ
ー
プ
を

引
き
ま
し
た
が
、
風
が
強
す
ぎ
て

う
ま
く
風
に
の
せ
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
大
だ
こ
が
地
面
か

ら
舞
い
上
が
る
と
、
そ
の
迫
力
に

会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
起
こ

っ
て
い
ま
し
た
。

新
春
の
大
空
に
舞
う
畳
30
枚
分
の
お
お
だ
こ

理
科
教
室
の
様
子

表
彰
を
受
け
る
土
屋
さ
ん
と
川
岸
さ
ん
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住
民
税
の
申
告
は
平
成
20
年
度

の
町
県
民
税
額
を
正
し
く
算
出
す

る
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
資
料
に

も
な
り
ま
す
の
で
、
期
限
ま
で
に

必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
申
告
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
書
を
提
出
し
た
人

②
平
成
19
年
中
の
所
得
が
、
給
与

所
得
ま
た
は
公
的
年
金
な
ど
に

係
る
所
得
で
、
「
給
与
支
払
報

告
書
」
ま
た
は
「
公
的
年
金
等

支
払
報
告
書
」
が
町
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
給
与
所
得
・
公
的
年

金
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
に
も
所

得
が
あ
っ
た
人
は
、
申
告
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
社
会
保
険
料
控
除
、

生
命
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除

な
ど
を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

住
民
税
の
申
告
相
談
に
つ
い
て

は
、
役
場
会
場
の
ほ
か
右
表
の
と

お
り
、
本
年
も
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
し
ま

す
。
案
内
と
申
告
書
な
ど
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
指
定
の
日
時
・
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
次
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
）

 

■
申
告
会
場
・
内
容

①
松
阪
商
工
会
議
所
１
階
大
ホ
ー

ル

確
定
申
告
受
け
付
け
の
主

会
場
で
、
全
項
目
の
申
告
・
相

談
が
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
所

得
税
の
申
告
が
対
象
で
す
の

で
、
住
民
税
申
告
の
相
談
・
提

出
は
、
役
場
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
譲
渡
所
得
（
株
式
等

の
資
産
譲
渡
も
含
む
）
、
営
業

所
得
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
に
関
す
る
申
告
に
つ
い
て

は
、
当
会
場
で
取
り
扱
い
ま
す
。

②
町
役
場
研
修
室

簡
易
な
確
定

申
告
の
相
談
お
よ
び
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。
譲
渡
所
得
に
関

す
る
相
談
は
、
当
会
場
で
は
行

い
ま
せ
ん
。
な
お
、
営
業
所

得
・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
申
告
に
つ
い
て
は
、
２
月
20

日
88
〜
22
日
::
、
25
日
66
の
４

日
間
に
限
り
対
応
し
ま
す
。

■
受
付
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午

後
１
時
ま
で
の
間
は
、
職
員
の

ア
ド
バ
イ
ス
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
告
書
と
印
鑑
の
ほ
か
に
、
次

の
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
給
与
所
得
者
・
年
金
所
得
者

源
泉
徴
収
票

■
事
業
を
し
て
い
る
人
　
収
支
内

訳
書
、
収
入
金
額
お
よ
び
必
要

経
費
が
わ
か
る
も
の

■
医
療
費
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

領
収
書
お
よ
び
生
命
保

険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額

が
分
か
る
も
の
（
支
払
っ
た
医

療
費
の
金
額
な
ど
は
、
事
前
に

「
医
療
費
の
明
細
書
」
の
用
紙

平
成
19
年
分
所
得
税
の
確
定
申
告

受
け
付
け
期
間
は
２
月
18
日
〜
３
月
17
日
で
す

に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
）

■
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人

国
民
年
金
保
険
料

に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
た
「
控
除
証
明
書
」

ま
た
は
領
収
書
。
そ
の
他
の
社

会
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
支
払

金
額
が
確
認
で
き
る
も
の

■
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
人

生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
、
地

震
保
険
料
控
除
証
明
書
（
平
成

18
年
12
月
31
日
ま
で
に
契
約
の

長
期
損
害
保
険
分
含
む
）

■
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う

と
す
る
人

配
偶
者
の
所
得
金

額
が
分
か
る
も
の

■
寄
付
金
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

控
除
の
対
象
と
な
る
寄

付
金
の
領
収
書
ま
た
は
証
明
書

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
（
内
容
に
よ
っ

て
は
①
〜
③
以
外
の
添
付
書
類

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

①
住
民
票
の
写
し

②
住
宅
の
登
記
簿
謄
本
お
よ
び
売

買
契
約
書
の
写
し
（
土
地
も
購

入
さ
れ
た
人
は
、
そ
の
分
の
謄

本
な
ど
も
必
要
）

③
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

■
所
得
税
の
還
付
申
告
を
し
よ
う

と
す
る
人

還
付
金
の
振
込
先

の
口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

所
得
税
確
定
申
告
の

相
談
・
受
け
付
け

申
告
に
持
参
す
る
も
の

住
民
税
（
町
県
民
税
）

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け

松
阪
税
務
署
と
町
で
は
、
２
月
18
日
p
〜
３
月
17
日
p
（
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
）
の
間
に
、
所
得
税
と
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
相

談
・
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

申
告
期
限
間
際
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

め
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
受
け
付
け
さ

れ
ま
す
。
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明
和
町
は
、
平
成
20
年
９
月
３
日
に
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え

ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
に
祝
い
、

50
年
の
歩
み
を
継
承
し
、
さ
ら
な
る
進
展
を
願
っ
て
、
町
で
は
、

各
種
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
記
念
事
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
し

て
、「
町
制
50
周
年
」
を
記
念
し
た
標
語
を
、
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

■
募
集
内
容

町
制
50
周
年
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う
と
い
う
思
い

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も
の
（
字
数
35
文
字
以
内
、
様
式
自
由
、
未

発
表
の
自
作
の
も
の
に
限
る
）

■
応
募
資
格

町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。
た
だ
し
、
個

人
に
よ
る
も
の
と
し
ま
す

■
募
集
期
間

２
月
１
日
:
〜
３
月
14
日
:
（
必
着
）

■
応
募
方
法

官
製
ハ
ガ
キ
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
、
１

通
に
つ
き
１
作
品
を
記
入
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
（
町
外
の
人
は
勤
務
先
）
を
記
入
の
う
え
、
企
画
課

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
〒
５
１
５
｜
０
３
３
２

明
和
町
大
字
馬

之
上
９
４
５
番
地
、
^
０
５
９
６
・
52
・
７
１
３
３
、

N

k
ik
a
k
u
@
to
w
n
.m
ie
-m
e
iw
a
.lg
.jp

）
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。
１
人
３
作
品
ま
で
応
募
で
き
ま
す

■
審
査
な
ど

町
に
お
い
て
審
査
を
行
い
、
入
賞
作
品
（
最
優
秀

賞
１
作
品
、
優
秀
賞
２
作
品
）
を
決
定
し
ま
す
。
審
査
結
果
は
、

「
広
報
め
い
わ
５
月
号
」
で
発
表
し
ま
す
。
入
賞
作
品
は
「
町
制

施
行
50
周
年
記
念
式
典
」
で
表
彰
し
、
副
賞
と
し
て
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す

■
そ
の
他

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
著
作
権

は
、
明
和
町
に
帰
属
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
（
H
０
５
９
６
・

52
・
７
１
１
２
）
へ
。

確
定
申
告
期
間
前
に
、
年
金
受

給
者
説
明
会
と
還
付
申
告
相
談
を

開
催
し
ま
す
。

【
年
金
受
給
者
説
明
会
】

平
成
19
年
分
の
所
得
が
公
的
年

金
だ
け
の
人
を
対
象
に
し
た
、
申

告
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

２
月
５
日
7

午
前
10

時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜

２
時
30
分
、
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
の
３
回

■
と
こ
ろ

中
央
公
民
館
大
集
会

場

【
還
付
申
告
相
談
】

所
得
税
が
還
付
に
な
る
人
を
対

象
に
、
還
付
申
告
書
作
成
の
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
還
付
申
告
に

つ
い
て
は
、
確
定
申
告
期
間
前
で

も
受
け
付
け
ら
れ
、
当
日
そ
の
場

で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
と
き

２
月
13
日
8

午
前
９

時
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜

４
時
30
分

■
と
こ
ろ

役
場
研
修
室

※
詳
し
く
は
、
広
報
め
い
わ
１
月

号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
税
務
課

（
H
52
・
７
１
１
３
）
へ
。

年
金
受
給
者
説
明
会
と

還
付
申
告
相
談
を
開
催

軽４輪・バイク・トラクターなどの軽自動車税は、

毎年４月１日現在の所有者に課税されます。

「すでに車を処分した」また「他人に売り渡した」

などの場合でも、廃車届や名義変更の手続きを済まさ

れないと、いつまでも軽自動車税が課税されます。

そのような場合は、次の各届け出先で、すぐに手続

きを行ってください。

※詳しくは、それぞれの届け出先へお問い合わせを。

軽４輪・バイクなどの
廃車届はお早めに

町
制
施
行
50
周
年
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集

町では、平成19年度事業として、財団法人日本防火

協会が行う「民間防火組織等の防火・防災普及啓発推

進事業」の「防火広報用視聴覚資器材助成事業」を活

用して、このほど次の資器材を整備しました。

■プロジェクター　　　１台

■スクリーン　　　　　１台

■レーザーポインター　１台

■ＤＶＤレコーダー　　１台

■デジタルカメラ　　　１台

■パソコン　　　　　　２台

なお、本助成事業は、宝くじの

普及広報を目的とした、財団法人

自治総合センターの支援を受けて

行われました。

Z日本防火協会助成事業を活用して

防火広報用視聴覚資器材を整備

シリーズ『自分の身は自分で守ろう！』

視
聴
覚
資
器
材
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平
成
20
年
４
月
か
ら
高
齢
者
医
療
制
度
が
変
わ
り
ま
す

75
歳
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
っ
て
、
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
（
75
歳
以
上
の
高
齢
者
。
65
歳

以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
制
度
に
加
入
す
る
人
を
含
み
ま
す
）」
の
皆
さ
ん
の
医
療
に
つ
い
て
は
、
財
政

基
盤
の
安
定
化
を
主
要
な
目
的
と
し
て
、
従
来
の
老
人
保
健
制
度
か
ら
、
独
立
し
た
医
療
保
険
制
度
で
あ
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
資
格
」
と
「
保
険
料
」
に
つ
い
て
は
今
月
号
で
、
ま
た
「
給
付
」
に
つ
い
て
は

来
月
号
で
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

資
　
　
　
格

■
制
度
の
施
行
日

平
成
20
年
４

月
１
日

■
運
営
主
体

県
内
全
て
の
市
町

が
加
入
す
る
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合

■
広
域
連
合
と
市
町
の
役
割

①
広
域
連
合
＝
被
保
険
者
の
認

定
、
資
格
管
理
、
保
険
証
な
ど

の
交
付

②
市
町
＝
加
入
、
脱
退
の
届
出
の

受
付
、
保
険
証
の
引
渡
し
な
ど

の
窓
口
業
務

■
対
象
と
な
る
人

県
内
に
住
所

を
有
す
る
75
歳
以
上
の
す
べ
て

の
人
（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ

て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）
。
65

歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

り
、
制
度
に
加
入
す
る
人

※
対
象
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
医
療

保
険
（
国
民
健
康
保
険
、
被
用
者

保
険
）
を
脱
退
し
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま

す
。

※
被
用
者
保
険
と
は
、
政
府
管
掌

健
康
保
険
・
企
業
の
健
康
保
険
・

船
員
保
険
・
公
務
員
の
共
済
組
合

な
ど
の
こ
と
で
あ
り
、
国
民
健
康

保
険
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

■
資
格
を
取
得
す
る
日

①
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、
75

歳
以
上
の
人
＝
制
度
施
行
日

（
平
成
20
年
４
月
１
日
）
か
ら

資
格
を
取
得

②
65
歳
〜
74
歳
で
、
一
定
以
上
の

障
害
認
定
申
請
に
よ
っ
て
、
老

人
保
健
資
格
を
取
得
し
て
い
る

人
（
本
人
の
申
し
出
に
よ
っ
て

資
格
喪
失
で
き
ま
す
）
＝
制
度

施
行
日
か
ら
資
格
を
取

得
③
制
度
施
行
後
に
、
75
歳

と
な
る
人
＝
75
歳
年
齢

到
達
日
（
誕
生
日
）
か

ら
資
格
を
取
得

④
制
度
施
行
後
に
、
65
歳

〜
74
歳
で
一
定
以
上
の

障
害
認
定
申
請
を
し
た

人
＝
広
域
連
合
か
ら
認

定
を
受
け
た
日
か
ら
資

格
を
取
得

■
被
保
険
者
証
（
保
険

証
）

被
保
険
者
証
は
、
１
人
に
１
枚

を
交
付
し
ま
す
。

①
老
人
保
健
制
度
か
ら
移
行
す
る

人
に
は
、
３
月
下
旬
に
被
保
険

者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

②
制
度
施
行
後
に
75
歳
に
な
る
人

に
は
、
75
歳
到
達
日
の
前
に
被

保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

③
障
害
認
定
申
請
を
し
た
人
に

は
、
認
定
後
に
被
保
険
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

毎
年
７
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま

す
。
７
月
中
に
、
８
月
か
ら
翌
年

７
月
末
ま
で
有
効
の
新
た
な
被
保

険
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

■
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
額

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
額

は
、
現
行
の
老
人
保
健
制
度
と
同

様
で
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
１
割

（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）
の

金
額
で
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
き
ま
す
）

後期高齢者医療制度のしくみ

後期高齢者医療制度とは
独立の医療保険制度を創設し、都道

府県の区域内のすべての市町村が加入

する広域連合が運営を行うことによっ

て、財政運営の責任主体の明確化を図

ります。

また、高齢者の一人ひとりを被保険

者として保険料を徴収し、高齢者と支

え手である現役世代の負担の明確化・

公平化を図ります。
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広報めいわ　広報めいわ　2008年２月号年２月号 広報めいわ　2008年２月号 

 
広報めいわ　広報めいわ　2008年２月号年２月号 広報めいわ　2008年２月号 

保
　
険
　
料

保
険
料
の
算
定

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

介
護
保
険
制
度
と
同
様
に
、
す
べ

て
の
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
対

し
て
、
保
険
料
を
算
定
・
賦
課
し

ま
す
。

保
険
料
は
、
医
療
給
付
な
ど
を

行
う
た
め
に
必
要
な
経
費
を
も
と

に
算
定
し
ま
す
。
各
被
保
険
者
の

保
険
料
の
内
訳
は
、
被
保
険
者
均

等
割
（
応
益
割
）
と
所
得
割
（
応

能
割
）
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
所
得
割
の
算
定
対
象
所

得
は
「
基
礎
控
除
後
の
総
所
得
金

額
等
」
を
基
準
と
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
上
限
は
年
額

50
万
円
（
被
保
険
者
均
等
割
と
所

得
割
の
合
計
）
と
な
り
ま
す
。

被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割

率
は
、
原
則
県
内
均
一
で
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
お
い

て
、
２
年
ご
と
に
算
定
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
と
21
年
度
の
被
保

険
者
均
等
割
額
と
所
得
割
率
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
被
保
険
者
均
等
割
額
＝
３
万
６

７
５
８
円
、
所
得
割
率
＝
６
・
79
％

保
険
料
の
軽
減
措
置

■
低
所
得
者
に
係
る
軽
減

低
所
得
世
帯
に
属
す
る
人
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
た
一
定

の
計
算
に
基
づ
き
、
保
険
料
の
被

保
険
者
均
等
割
部
分
の
軽
減
措
置

（
７
割
、
５
割
、
２
割
）
が
あ
り

ま
す
。

■
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
に
係

る
軽
減

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る

前
日
に
お
い
て
、
被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
と
な
っ
て
い
た
人
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
保
険
料
負
担
が

か
か
る
こ
と
か
ら
、
激
変
緩
和
の

た
め
、
制
度
加
入
時
か
ら
２
年
間

は
、
被
保
険
者
均
等
割
を
５
割
軽

減
し
、
所
得
割
は
課
し
ま
せ
ん
。

※
平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
時

限
措
置
と
し
て
、
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
６
か
月
間
の
保
険
料
は
無

料
と
な
り
、
10
月
か
ら
平
成
21
年

３
月
ま
で
の
６
か
月
間
の
保
険
料

は
、
被
保
険
者
均
等
割
が
９
割
軽

減
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
の
減
免
措
置

災
害
に
あ
っ
た
場
合
や
、
生
活

困
窮
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

著
し
く
困
難
な
場
合
な
ど
、
一
定

の
基
準
に
基
づ
き
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま

す
。保

険
料
の
徴
収
方
法

保
険
料
の
徴
収
方
法
は
、
原
則

と
し
て
、
年
額
18
万
円
以
上
の
年

金
受
給
の
人
は
、
年
金
か
ら
天
引

き
（
特
別
徴
収
＝
４
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
各
偶
数
月
。
４
〜
８

月
は
仮
徴
収
）
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
合
わ

せ
た
保
険
料
額
が
、
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
人
や
、
そ
の
ほ

か
の
事
情
に
よ
っ
て
特
別
徴
収
さ

れ
な
い
人
は
、
口
座
振
替
な
ど
の

方
法
に
よ
っ
て
、
町
に
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
（
普
通
徴
収
＝
７
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
各
月
）。

保
険
料
を
滞
納
す
る
と

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
被
保

険
者
証
を
返
還
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
「
短
期
被
保
険

者
証
」
ま
た
は
「
被
保
険
者
資
格

証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
完
納
、
ま
た

は
滞
納
額
が
著
し
く
減
少
し
た
と

き
は
、
改
め
て
被
保
険
者
証
を
交

付
し
ま
す
。

制
度
の
問
い
合
わ
せ
先

■
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
H
０
５
９
・
２
２
１
・

６
８
８
３
、
同
６
８
８
４
、
\

h
ttp
:/
/
w
w
w
.7
5
ir
y
o
.

b
iz
-w
e
b
.jp
/

）

■
明
和
町
役
場

町
民
課
保
険
年

金
係
（
H
52
・
７
１
１
４
）

◇
　
　
　
　
　
◇

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
「
給

付
」
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で
そ

の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
県
政
だ
よ
り
１
月
号
で
も
、
関

連
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
併

せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三重県最低賃金は

時間額６８９円
産業別最低賃金も改正

「三重県最低賃金」は、平成19年10月27日か

ら14円引き上げられ、時間額６８９円に改正

されています。

この最低賃金は、年齢・雇用形態（パート・

アルバイトなど）を問わず、原則として県内で

働くすべての労働者の皆さんに適用されます。

また、特定の産業の事業場で働く労働者には、

三重県では８業種の「産業別最低賃金」が定め

られており、平成19年12月26日から、５業種

の最低賃金について、時間額で10円から12円

引き上げられました。

※各業種の最低賃金など、詳しくは三重

労働局賃金室（H 0 5 9・ 2 2 6・ 2 1 0 8、

\h t t p : / / w w w . p l b . g o . j p ）、または松

阪 労 働 基 準 監 督 署

（H 0 5 9 8 ・ 5 1 ・

0015）へお問い合わ

せください。
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※
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
地
方
交
付

税
５
４
１
４
万
８
千
円
、
使
用
料

及
び
手
数
料
５
万
円
、
国
庫
支
出

金
２
４
８
６
万
３
千
円
、
県
支
出

金
１
３
６
４
万
３
千
円
、
繰
越
金

４
２
４
５
万
９
千
円
、
町
債
１
８

８
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

各
特
別
会
計
・

水
道
事
業
会
計
の
補
正

平
成
19
年
度
明
和
町
各
特
別
会

計
・
水
道
事
業
会
計
の
補
正
の
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
斎
宮
跡
保
存
事
業
特
別
会
計

給
料
な
ど
、
３
１
７
万
５
千
円

を
減
額
。
土
地
公
有
化
事
業
な

ど
３
４
１
万
円
を
増
額

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

各

種
療
養
費
な
ど
、
２
億
56
万
９

千
円
を
増
額
。
老
人
保
健
医
療

費
拠
出
金
な
ど
、
２
２
４
７
万

７
千
円
を
減
額

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

職

員
手
当
な
ど
、
16
万
３
千
円
を

増
額

■
老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

給
料
な
ど
、
74
万
９
千
円
を
減

額
。
医
療
費
支
給
費
な
ど
、
１

５
１
万
６
千
円
を
増
額

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

給
料
な
ど
、
73
万
４
千
円
を
減

額

産
振
興
対
策
施
設
整
備
補
助

な
ど
、
２
４
３
万
円
を
増
額

■
土
木
費

給
料
、
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

な
ど
、
１
０
６
３
万
３
千
円

を
減
額
。
地
方
道
路
交
付
金

事
業
（
前
野
・
川
尻
線
自
歩

道
整
備
）
、
公
営
住
宅
整
備
事

業
（
第
４
期
）
な
ど
、
５
３

６
７
万
７
千
円
を
増
額

■
消
防
費

非
常
備
消
防
費
な

ど
、
２
１
６
万
７
千
円
を
増

額
■
教
育
費

給
料
、
斎
宮
跡
保

存
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
な

ど
、
１
４
５
７
万
５
千
円
を

減
額
。
就
学
援
助
費
、
体
育

施
設
耐
震
補
強
計
画
策
定
業

務
委
託
料
な
ど
、
１
４
９
７

万
４
千
円
を
増
額

■
諸
支
出
金

多
気
東
部
土
地

開
発
公
社
貸
付
金
、
４
５
０

０
万
円
を
増
額

平
成
19
年
度
明
和
町
一
般
会
計

は
、
１
億
５
３
９
６
万
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
67
億
２
４
１
７
万

５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
補
正
の
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■
議
会
費

給
料
な
ど
、
６
５
３

万
円
を
減
額
　

■
総
務
費

給
料
、
職
員
手
当
等
、

消
火
栓
用
具
格
納
庫
設
置
補

助
、
自
治
会
交
付
金
な
ど
、
５

５
６
１
万
８
千
円
を
増
額

■
民
生
費

後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
分
賦
金
、
保
育
所
設
計

等
業
務
委
託
料
な
ど
、
１
２
５

９
万
１
千
円
を
増
額

■
衛
生
費

給
料
な
ど
、
６
５
１

万
４
千
円
を
減
額
。
上
水
道
事

業
繰
出
金
、
基
本
健
康
診
査
委

託
料
な
ど
、
１
０
９
７
万
５
千

円
を
増
額

■
農
林
水
産
業
費

給
料
な
ど
、

５
２
１
万
７
千
円
を
減
額
。
水

■
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

宮
川
流
域
下
水
道
負
担
金
な

ど
、
８
３
０
万
４
千
円
を
減
額

■
介
護
保
険
特
別
会
計

事
務
委

託
料
な
ど
、
37
万
９
千
円
を
増

額
■
水
道
事
業
会
計

給
料
な
ど
、

１
６
８
万
９
千
円
を
減
額
。
簡

易
水
道
配
水
管
切
替
工
事
費
な

ど
、
５
６
４
万
６
千
円
を
増
額

そ
の
ほ
か
の
案
件

諮
　
問

■
小
林
正
剛
さ
ん
（
大
淀
甲
）
と

西
口
初
男
さ
ん
（
斎
宮
）
を
、

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て

推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同

意
し
ま
し
た
。

議
　
案

■
明
和
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
三
重
県
市
町
公
平
委
員
会
を
組

織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の

増
加
及
び
三
重
県
市
町
公
平
委

員
会
共
同
設
置
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て
、
可
決

し
ま
し
た
。

■
明
和
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
明
和
町
小
集
落
改
良
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
明
和
町
道
路
占
用
料
等
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

■
多
気
郡
指
導
主
事
の
共
同
設
置

に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
、
可

決
し
ま
し
た
。

■
明
和
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
第
４
回
明
和
町
議
会
定
例
会
が
、
12
月
18
日
か
ら
21
日
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
は
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会

計
の
各
補
正
予
算
議
案
を
は
じ
め
、
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
、
18
案
件

（
諮
問
２
件
、
議
案
16
件
）
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
19
年
第
４
回
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
の
補
正
な
ど

18
案
件
を
審
議
・
可
決

2011年７月24日
地上アナログテレビ放送
終了のお知らせ

現行の地上アナログテレビ放送

は、地上デジタルテレビ放送への

移行に伴い、2011年７月24日ま

でに終了します。

地上デジタルテレビ放送の視聴

方法など、受信に関する相談・問

い合わせは、下記までお願いしま

す。

■受信相談 総務省地上デジタル

テレビジョン放送受信相談セン

ター（H0570・07・0101、ま

たはH03・4334・1111）

■視聴エリア Yデジタル放送推

進 協 会 　 ホ ー ム ペ ー ジ

（\h t t p : /www . dpa . o r . j p /）
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３月から公共下水道（フレックスプラン）の
供用開始区域が広がります（一部の区域は４月１日から）

明和町公共下水道（フレックスプラン）明和処理区は、

全体計画145㌶の内、これまでの供用開始分と合わせて、

３月１日（一部区域は４月１日）から約127㌶の区域で公

共下水道が使用できるようになります。

今回の供用開始区域は大字斎宮（上図参照）で、当区域

内の人は、速やかに排水設備工事を行い、下水道に接続し

てください。申請の手続きは町が指定する排水設備工事

店（町ホームページ\http://www.town.meiwa.mie.jp/

に掲載）で行ってください。排水設備の接続工事が完了し、

町の検査を受けてから下水道が使用できるようになりま

す。

なお、この供用開始区域に接する場所についても、準区

域としての対応がありますので、ご確認ください。

供用が開始された区域内の人は、下水道法第10条第１

項の規定に基づき、供用開始の公告のあった日以後、遅滞

なく排水設備を設置しなければなりません。また、同法第

11条の３第１項の規定に基づき、くみ取り便所のある建

築物を所有する人は、３年以内にその便所を水洗便所に改

造しなければなりません。特に平成17年３月以前の供用

開始区域内の人は、３年が経過しますので、早急に排水設

備工事を実施していだだくようお願いします。

当区域内で新築・増築・改築される場合は、建築基準法

第31条の規定に基づき、設置する便所は下水道に接続さ

れた水洗便所以外の便所としてはなりません。

当区域内で新築および宅地化を考えている人、供用開始

区域の確認などは上下水道課にご相談ください。

■下水道使用料について

下水道の維持管理に必要な費用として、下水道使用料を

納めていただくこととなります。

使用料の算定方法は、１世帯当たりの人数で計算します。

一般家庭の場合は次のとおりです。

●１カ月の下水道使用料＝「基本料金　1,575円」＋

「525円×人数」

事業所については、流入人口（処理対象人数算定基準に

基づき算定）を基に設定します。

※詳しくは、上下水道課（]52・7120）へ。

全体区域 

平成17年以前から供用開始区域 

平成18年４月から供用開始区域 

平成19年４月から供用開始区域 

平成20年３月から供用開始区域 

凡　　　例 

公共下水道事業（明和処理区）供用開始区域概要図
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平成19年 平成18年 増減比較 

交通事故総件数 

人身事故件数 

軽症者数 

死 者 数 

物損事故件数 

746件 

158件 

221人 

1人 

588件 

681件 

159件 

219人 

8人 

522件 

＋65件 

－1件 

＋2人 

重傷者数 20人 19人 ＋1人 

－7人 

＋66件 

■平成19年の町内の交通事故発生状況 

～ 歩行者を　気づかいやさしく　踏むペダル ～ 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
６

割
は
、
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
、

火
災
の
発
生
に
い
ち
早
く
気
付
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
逃
げ
遅

れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
消
防
法

お
よ
び
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

す
べ
て
の
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災

報
知
器
」
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

新
築
の
住
宅
は
、
平
成
18
年
６

月
１
日
か
ら
設
置
が
必
要
で
、
既

存
の
住
宅
に
は
、
平
成
20
年
５
月

31
日
ま
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
は
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
在
学
す
る
児
童
・

生
徒
が
経
済
的
理
由
で
就
学
が
困

難
な
場
合
、
そ
の
就
学
を
保
障
す

る
た
め
に
、
保
護
者
に
対
し
て
援

助
費
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。
昨
年

度
に
引
き
続
き
受
給
を
希
望
さ
れ

る
人
も
改
め
て
申
請
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

昨
年
４
月
以
降
に
生
活

保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
に
な

平
成
20
年
度
就
学
援
助
の
申
請

２
月
18
日
〜
20
日

ど
の
部
屋
に
設
置
す
る
の
？

●
寝
室
（
普
段
、
就
寝
に
使
わ
れ

る
部
屋
で
、
子
ど
も
部
屋
な
ど

も
含
ま
れ
ま
す
）
に
は
設
置
が

必
要
で
す
（
煙
感
知
式
の
も
の
）

●
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
は
、

階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必
要

で
す
（
煙
感
知
式
の
も
の
）

●
台
所
へ
の
設
置
も
お
勧
め
し
ま

す
（
熱
感
知
式
の
も
の
）

※
詳
し
く
は
、
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
明
和
消
防
署
（
H
52
・
５

６
０
０
）
へ
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

っ
た
世
帯
・
町
民
税
非
課
税
の

世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
に
準
ず

る
程
度
生
活
に
困
っ
て
い
る
世

帯
で
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合

■
援
助
内
容

学
用
品
費
・
新
入

学
児
童
生
徒
学
用
品
費
・
通
学

用
品
費
・
修
学
旅
行
費
・
校
外

活
動
費
・
学
校
給
食
費

■
受
付
期
間

２
月
18
日
6
〜
20

日
8

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜

７
時

■
受
付
場
所

町
教
育
委
員
会

■
申
請
方
法

町
教
育
委
員
会
、

各
小
・
中
学
校
に
あ
る
所
定
の

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

昨
年
の
所
得
の
分
か
る
書
類
を

添
付
し
て
提
出
。
な
お
、
提
出

時
に
記
入
事
項
に
つ
い
て
、
詳

し
い
内
容
を
お
聞
き
し
ま
す

※
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
（
保
育

料
・
預
か
り
保
育
料
免
除
お
よ
び

給
食
費
支
給
）
の
申
請
に
つ
い
て

も
、
対
象
・
受
付
期
間
・
受
付
場

所
お
よ
び
申
請
方
法
は
同
様
で

す
。
詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
（
H
52
・
７
１
２
３
）

へ
。

お互いの人権が

尊重される地域社会に

明和町で、１月４日に部落差別にかかわる差別落書きが発見

されました。

この落書きは、人の心を傷つけようとする悪質な人権侵害で

あり、決して許されるものではありません。

わたしたちは、だれもがみんな、かけがえのない存在です。

だからこそ、わたしたちは、みんなお互いの人権が尊重され

る地域社会を築いていかなければなりません。

もし、差別落書きを発見したら、町人権課（]52・7116）

までご連絡ください。

一人ひとりが、差別を許さないという強い姿勢を持ち、お互

いをかけがえのない存在と認め、人権を尊重できるまちを築い

ていきましょう。
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●
防
災
に
つ
い
て考

え
よ
う

名
古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
を

訪
ね
、
伊
勢
湾
台
風
や
過
去
の
大

地
震
な
ど
の
災
害
に
つ
い
て
学
び

ま
す
。
大
地
震
体
験
や
煙
避
難
体

験
も
で
き
ま
す
。

午
後
は
、
有
松
の
古
い
町
並
み

の
自
由
散
策
と
、
ハ
ン
カ
チ
の
絞

り
染
め
体
験
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

■
と
き

３
月
４
日
7

午
前
７

時
30
分
出
発
　
午
後
７
時
帰
着

予
定

■
と
こ
ろ

名
古
屋
市
港
区
　
名

古
屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
　
ほ

か
■
定
員

40
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

３
０
０
０
円
（
食
事

代
・
入
館
料
・
保
険
料
な
ど
）

■
申
込
期
間

２
月
12
日
7
〜
15

人権課 H52-7116、I52-7133

町人権センター H・I55-3052

学校教育課 H52-7123、I52-7133

生涯学習課 H52-7124、I52-7133

【
楽
し
い
手
作
り
教
室
】

明
和
中
学
校
区
人
権
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
委
員
会
で
は
、
各
小
学
校
区

で
行
わ
れ
る
人
権
講
演
会
を
ご
紹

介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
る
講
演
会
を
紹
介

し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
、
校

区
児
童
や
園
児
の
保
護
者
に
限
ら

ず
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
所
を
、
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

い
じ
め
・
差
別
・
隣
人
関
係
な

ど
で
お
悩
み
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

■
と
き

２
月
21
日
9

午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
相
談
員

人
権
擁
護
委
員

※
詳
し
く
は
、
人
権
課
（
H
52
・

７
１
１
６
）
へ
。

今月のひとまち
ふれあい企画

日
:

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
春
の
寄
せ
植
え
を

作
ろ
う
！

季
節
を
先
取
り
し
て
、
寄
せ
植

え
を
作
り
ま
す
。

■
と
き

２
月
25
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
・

ゴ
ム
手
袋
・
ゴ
ミ
袋
（
45

B
）
・
新
聞
紙
・
万
能
バ
サ

ミ
・
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
間

２
月
12
日
7
〜
15

日
:

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
陶
芸
教
室

練
り
込
み
技
法
で
、
鯉
の
ぼ
り

の
壁
掛
け
を
つ
く
り
ま
す
。

■
と
き

３
月
３
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

印
藤
友
一
さ
ん
、
印
藤

幸

恵

さ

ん

（

大

台

町

幸
翔
窯
）

■
定
員

30
人

（
先
着
順
）

■
参
加
費

３
０
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

な
ど

■
申
込
期
間

２
月
18
日
6
〜
22

日
:

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
春
の
お
祝
い

家
庭
料
理
を
作
ろ
う
！

卒
業
や
旅
立
ち
に
に
ふ
さ
わ
し

い
お
祝
い
家
庭
料
理
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
す
。
で
き
あ
が
り
を
そ

の
ま
ま
持
ち
帰
り
、
ご
自
宅
で
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

■
と
き

３
月
８
日
;

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
と
こ
ろ

町
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師

村
林
新
吾
さ
ん
（
県
立

■
と
き

２
月
16
日
;

午
後
２

時
〜
３
時
15
分

■
と
こ
ろ

大
淀
小
学
校
体
育
館

■
講
師

松
岡
典
子
さ
ん
（
特
定

非
営
利
法
人
Ｍ
Ｃ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
み
っ
く
み
え

代
表
）

■
演
題

い
の
ち
を
守
る
性
の
話

「
大
人
た
ち
の
役
割
を
考
え
る
」

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
（
H

52
・
７
１
２
３
）
へ
。

各
小
学
校
区
で
開
催
の

人
権
講
演
会
の
お
知
ら
せ

相
可
高
校
食
物
調
理
科
教
諭
）

と
食
物
調
理
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

■
定
員

18
人
（
先
着
順
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん

■
参
加
費

２
０
０
０
円

■
申
込
期
間

２
月
18
日
6
〜
22

日
:

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
各
教
室
と
も
、
受
講
資
格
は
明

和
町
在
住
の
18
歳
以
上
の
人
と
し

ま
す
。
１
人
の
申
し
込
み
で
、
２

人
ま
で
の
参
加
受
け
付
け
と
し
ま

す
。

※
申
し
込
み
、
・
お
問
い
合
わ
せ

は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー
（
H
55
・

３
０
５
２
）
へ
。

特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

【
ふ
れ
あ
い
ツ
ア
ー
の

参
加
者
を
募
集
】
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高
齢
者
の
介
護
を
し
て
い
る
、

ま
た
は
以
前
し
て
い
た
家
族
の
皆

さ
ん
、
お
互
い
の
介
護
経
験
や
心

配
ご
と
な
ど
を
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
と
き

２
月
17
日
5

午
前
10

時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

明
和
の
里

■
内
容

フ
リ
ー
ト
ー
ク

■
申
し
込
み

不
要

■
参
加
費

無
料

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
地
域
包
括

ふ
る
さ
と
会
館
で
は
、
ミ
ル
キ

ー
ウ
ェ
イ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
お
話
し
会
）
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
（
H
52
・
７
１
２

７
）
へ
。

■
と
き

２
月
24
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
15
分
、
出
発
＝

８
時
30
分

■
集
合
場
所

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
南
側
の
公

園
■
コ
ー
ス

集
合
場
所
か
ら
、
松

阪
市
内
の
機
殿
（
は
た
ど
の
）

神
社
・
阿
弥
陀
（
あ
み
だ
）
寺

を
訪
ね
た
後
、
下
御
糸
地
区
内

を
散
策
す
る
約
５
>
の
コ
ー
ス

※
詳
し
く
は
、
町
民
課
（
H
52
・

７
１
１
４
）
へ
。

町
消
防
団
と
明
和
消
防
署
で

は
、
春
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環

と
し
て
次
の
と
お
り
開
催
す
る
、

男
女
混
合
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。

■
と
き

３
月
２
日
5

受
け
付

け
＝
午
前
８
時
20
分
か
ら
、
開

会
＝
午
前
８
時
30
分

■
と
こ
ろ

町
総
合
体
育
館

【
Ｍ
Ｃ
く
ら
ぶ
】

■
と
き
・
対
象
児
　
２
月
14
日

9
＝
平
成
17
年
７
月
生
ま
れ
、

３
月
13
日
9
＝
平
成
17
年
８

月
生
ま
れ

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分

ま
で
に

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、

発
達
調
査
票

【
１
歳
６
カ
月
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

２
月
８
日

:
＝
平
成
18
年
７
月
生
ま
れ
、

３
月
７
日
:
＝
平
成
18
年
８

月
生
ま
れ

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分

〜
１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
の
健
康
診
査
】

■
と
き
・
対
象
児

２
月
15
日

:
＝
平
成
16
年
７
月
生
ま
れ
、

３
月
14
日
:
＝
平
成
16
年
８
月

生
ま
れ

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
育
児
相
談
】

■
と
き
・
対
象
者
　
２
月
22
日

:
＝
乳
幼
児
で
月
齢
は
不
問

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

相
談
す
る
人
の
名

前
（
子
ど
も
の
場
合
は
生
年
月

日
）
・
電
話
番
号
を
、
前
日
ま

で
に
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
と
き
・
対
象
児

３
月
11
日
7

平
成
19
年
10
月
〜
平
成
20
年
１

月
出
生
児
（
未
参
加
の
人
）

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
、
楽
し

む
育
児
に
つ
い
て
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
　
中
村
幸
美

さ
ん
（
助
産
師
）

■
と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま

で
に
（
11
時
30
分
終
了
予
定
）

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
・
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚
（
必
要
な
人
は

お
茶
・
果
汁
･
ミ
ル
ク
な
ど
）

■
申
し
込
み

前
日
ま
で
に
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
H
52
・
７
１
２
７
）
へ
。

２
月
24
日
に

健
康
ウ
ォ
ー
ク

春
の
火
災
予
防
運
動

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会
開
催

「
介
護
者
の
会
」
を

開
催
し
ま
す

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
幼
児
の
健
康
診
査
な
ど

■
参
加
資
格

町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
者
を
１
人
以
上
登
録
し
て

編
成
し
た
チ
ー
ム

■
募
集
定
員
・
内
容
　
24
チ
ー

ム
・
４
人
制
で
常
時
２
人
以
上

の
女
性
が
出
場
で
き
る
こ
と

■
申
し
込
み

明
和
消
防
署
で
配

付
す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
２
月
５
日
7
〜

13
日
8

に
、
同
署
に
提
出
。

（
先
着
順
で
、
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

■
そ
の
ほ
か

参
加
者
は
ス
ポ
ー

ツ
障
害
保
険
に
加
入
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
明
和
消
防
署
（
H

52
・
５
６
０
０
）
へ
。

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

（
お
話
し
会
）の
お
知
ら
せJ
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総人口 

男 

女 

総世帯 

23,323人　 

11,288人　 

12,035人　 

7,674世帯 

１月の人口 

出生 

死亡 

転入 

転出 

18人 

20人 

31人 

45人 

12月中の増減 

 

●町県民税・×

●固定資産税・４期

●軽自動車税・×

●国民健康保険税・11期

●介護保険料・11期

納税は忘れず！

今月は下記のとおりです

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
と
は
、

本
も
絵
も
な
い
「
お
話
し
」
だ
け

の
世
界
で
す
。
お
話
し
だ
け
な
の

に
、
心
が
と
て
も
満
た
さ
れ
て
し

ま
う
不
思
議
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

■
と
き

２
月
９
日
;

午
後
３

時
〜
＝
５
歳
か
ら
小
学
校
低
学

年
向
け
、
午
後
７
時
〜
＝
小

学
校
高
学
年
・
大
人
向
け

■
と
こ
ろ
　
ふ
る
さ
と
会
館

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
会
館

（
H
52
・
７
１
３
１
）
へ
。

県
立
松
阪
高
等
学
校
（
松
阪
市

垣
鼻
町
１
６
６
４
）
で
は
、
平
成

20
年
度
の
通
信
制
課
程
の
生
徒

を
、
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

県
立
松
阪
高
等
学
校

通
信
制
の

生
徒
の
募
集

斎
宮
歴
史
博
物
館
で

第
３
回
古
道
歴
史
講
座

斎
宮
歴
史
博
物
館
の
梅
林
で

い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り
を
開
催

ざ
い
し
ょ
市
と
あ
ら
れ

自
慢
コ
ン
テ
ス
ト

◎
学
校
説
明
会

■
と
き

２
月
10
日
5

午
後
２

時
〜
４
時
、
３
月
15
日
;

午

前
10
時
〜
正
午
、
３
月
23
日
5

午
前
10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ

い
ず
れ
も
松
阪
高
等

学
校

◎
後
期
選
抜

■
願
書
受
付
期
間

２
月
25
日
6

〜
28
日
9
（
各
日
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。
た
だ
し
28
日
は
正

午
ま
で
）

■
試
験
日

３
月
13
日
9
（
面
接

試
験
の
み
）

◎
再
募
集
（
定
員
２
０
０
人

に
満
た
な
い
と
き
）

斎
宮
跡
観
光
協
議
会
で
は
「
第

４
回
い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り
」

を
、
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き

３
月
２
日
5

午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ

斎
宮
歴
史
博
物
館
南

側
の
ふ
る
さ
と
広
場
梅
林
周

辺
、
同
博
物
館
館
内

■
内
容

斎
王
宝
さ
が
し
、
甘

酒
の
振
る
舞
い
、
史
跡
ウ
オ

ー
ク
、
特
産
品
販
売
、
梅
干

の
種
飛
ば
し
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
ま
つ

り
当
日
の
様
子
）
な
ど

※
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
内
容
な

ど
、
詳
し
く
は
町
観
光
協
会
（
H

52
・
０
０
５
５
）
へ
。

町
特
産
品
振
興
連
絡
協
議
会
で

は
、
町
の
食
文
化
の
見
直
し
と
、

良
き
習
慣
の
伝
承
を
目
的
に
、
次

の
と
お
り
各
催
し
を
開
催
し
ま

す
。皆

さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◎
第
６
回
わ
が
家
の
あ
ら
れ

自
慢
コ
ン
テ
ス
ト

■
と
き

３
月
15
日
;

午
前
11

時
〜
午
後
０
時
45
分

■
と
こ
ろ

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
セ
ン
ト

ラ
ル
コ
ー
ト

■
内
容

手
作
り
あ
ら
れ
の
コ
ン

テ
ス
ト

■
出
品
応
募
締
め
切
り

３
月
４

日
7
必
着

◎
第
８
回
明
和
ざ
い
し
ょ
市

■
と
き

３
月
15
日
;

午
前
10

時
〜
午
後
６
時
30
分

■
と
こ
ろ

イ
オ
ン
明
和
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
１
階
セ
ン
ト

ラ
ル
コ
ー
ト

■
内
容

町
特
産
の
米
や
野
菜
、

ヒ
ジ
キ
や
昆
布
な
ど
各
種
海
産

物
、
各
種
和
菓
子
ほ
か
の
販
売

※
あ
ら
れ
の
コ
ン
テ
ス
ト
出
品

は
、
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

応
募
資
格
・
方
法
な
ど
、
そ
の
ほ

か
、
詳
し
く
は
町
特
産
品
振
興
連

絡
協
議
会
（
町
観
光
協
会
内
、
H

52
・
０
０
５
５
）
へ
。

■
願
書
受
付
期
間

３
月
21
日

:
〜
４
月
３
日
9
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
各
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
。
た

だ
し
４
月
３
日
は
正
午
ま
で
）

■
試
験
日

４
月
６
日
5
（
面
接

試
験
の
み
）

※
詳
し
く
は
、
松
阪
高
等
学
校
通

信
制
課
程
（
H
０
５
９
８
・
26
・

７
５
２
２
、
\h

ttp
://w

w
w
.

m
ie
-c.e
d
.jp
/h
m
a
tu
s/

）
へ
。

斎
王
参
向
古
道
ま
つ
り
実
行
委

員
会
（
村
山
俊
一
会
長
）
で
は
、

第
３
回
古
道
歴
史
講
座
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

参
加
費
は
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き
　
２
月
９
日
;

午
後
１

時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ

斎
宮
歴
史
博
物
館

■
内
容

良
子
（
な
が
こ
）
内
親

王
の
伊
勢
の
旅

■
講
師

斎
宮
歴
史
博
物
館
　
榎

村
寛
之
さ
ん

※
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員
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ふるさと会館では、子どもを対象とした読み聞か

せを、おはなし小槌の皆さんが次のとおり行います。

■とき・内容 ２月24日P 午後２時～　絵本「と

こちゃんのながぐつ」「かぜひいちゃった」、紙芝

居「おひなさまになったにんぎよう」

■ところ ふるさと会館２階ロビー

【２月の休館日】

4日Q・11日Q・18日Q・25日Q・29日U

●図書館員によるお話し会

２月28日T 午前11時～11時30分　乳幼児と保

護者向けのお話し会。０歳児からでも大丈夫です。

※詳しくは、ふるさと会館（H52・7131）へ。

４日Q 行政・心配ごと相談（午前９時30分～正午）

18日Q 心配ごと相談（午後１時30分～４時）

●おひなさまを手作りしましょう
蛤（はまぐり）に着物を着せて、男びな、女びな

を作ります。所要時間は約１時間です。

■とき ２月23日V 午前10時～正午　午後１時

～４時30分

■参加費 700円

●合貝（あわせがい）づくり
蛤（はまぐり）の内側に絵を描いて、おひなさま

に飾りましょう。所要時間は約２時間です。

■とき ３月２日P 午前10時～正午　午後１時～

４時30分

■参加費 400円

予約なしで上記時間内にいつでも参加できます。

※詳しくは、いつきのみや歴史体験館（H52・3890）

へ。
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今月のお話会・ふるさと会館

いつきのみや歴史体験館からのお知らせ

■最大震度別地震回数（平成19年12月11日～20年１月10日）

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

※ 

51 28 9 2 0 0 0 0 0 90

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

津工業高等学校２

年生で、サッカー部

に所属しています。

このたびの第86回全

国高校サッカー選手

権では、ミッドフィ

ルダー、ゼッケン７

番で出場しました。

津工業はベスト４ま

で勝ち進み、憧れの

国立競技場の芝生を踏むことができました。

サッカーを始めたのは、小学校１年生のときで

す。明和町のサッカーチーム「明和ＦＣ」に入り、

小学生・中学生と練習に励みました。

今回、全国大会に出場することができたのは、

津工業の先輩・チームメートや友達をはじめ、こ

れまでお世話になった明和ＦＣの監督・コーチ、

先輩・チームメイト、そして、どんなときも自分

を支えてくれた家族のおかげだと思います。

再び全国大会に出場できるよう、まずはインタ

ーハイに向けて、練習していきたいと思います。

高校サッカーで全国ベスト４

鈴木 雄太さん（南藤原）

今月の心配ごと相談・保健福祉センター

一人で悩んでいませんか？
●ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）は犯罪です！

【相談窓口】

明和町保健福祉センター　]52-7127

配偶者暴力相談支援センター　]059-231-5600

警察安全相談電話　]059-224-9110・♯9110

松阪警察署　]0598-53-0110

松阪保健福祉事務所　]0598-50-0520

※お気軽に、まずはお電話してください。


